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土
地
問
題
と
産
業
組
令

土
地
問
題
と
産
業
組
合1¥ 

木

芳

之

且h

昭
和
五
年

ω
農
業
恐
慌
以
来
、
そ
の
劉
策
と
し
て
、
農
産
物

領
格
政
策
と
農
民
の
自
力
史
生
政
策
と
に
重
賭
が
置
か
れ
て
来

た
の
で
る
る
が
、
今
や
阿
政
策
を
有
数
に
途
行
す
る
た
め
に
は

土
地
問
題
の
解
決
に
ま
で
進
出
す
る
と
と
が
不
可
避
的
と
な
っ

た
。
蓋
し
雨
政
策
を
主
た
る
内
容
と
す
る
農
村
経
梢
更
生
運
動

が
、
そ
の
第
五
年
度
に
入
り
つ
L
あ
る
に
拘
ら
歩
、
小
作
争
議

が
全
図
的
に
著
し
く
激
増
す
る
傾
向
に
あ
る
と
と
は
、
と
の
運

動
に
よ
る
農
村
更
生
の
基
礎
地
盤
の
建
設
を
阻
止
し
、
ひ
い
て

農
村
の
卒
和
と
自
治
と
を
撹
飢
し
つ

L
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
私

は
現
下
の
土
地
問
題
の
解
決
策
と
し
て
考
へ
ら
る
ミ
方
策
と
し

て
、
日
土
地
の
固
有
化
、
口
小
作
法
の
制
定
、
日
自
作
農
創
設

事
業
、
働
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
土
地
利
用
組
合
蛇
に
巾
合
組

第
四
十
三
巻

A 

第

量主

O 

合
組
織
に
よ
る
耕
地
管
理
組
合
の
普
及
を
皐
げ
、
私
自
身
、
ど
し

て
は
、
先
づ
以
て
我
が
閣
情
に
過
す
る
小
作
法
を
制
定
し
、
然

る
後
に
於
て
大
規
模
た
る
自
作
農
創
設
事
業
を
行
ふ
こ
と
を
可

と
す
る
旨
を
主
張
し
た
。

と
の
小
論
に
於
て
は
、
産
業
組
合
組
縦
に
よ
る
土
地
利
別
組

、ー、

l
l
-
-
-
l
t
i
t
i
-
-
Z
l
a
-
-
'
i

A
U

む
に
け
ん
口
組
合
結
叫
h
k
よ
託
料
相
均
M
F

目
却
和
合
に
よ
〈
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
土
地
問
題
が
如
何
な
る
方
法
と
限
度
と
?
解
決

さ
れ
て
ゐ
る
か
を
瞭
に
し
、
今
後
に
於
け
る
此
等
の
雨
組
合
に

よ
る
土
地
問
題
解
決
の
帰
来
性
に
つ
い
て
少
し
く
展
笠
し
よ
う

と
忠
ム
。

現
在
の
と
こ
ろ
我
固
に
於
て
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
土
地
利

用
組
合
に
よ
り
、
ま
た
申
合
組
合
組
織
に
よ
る
耕
地
管
理
組
合

に
よ
っ
て
、

土
地
問
題
の
解
決
を
闘
っ
て
ゐ
る
組
合
総
数
が
幾

何
に
達
し
て
ゐ
る
か
は
、
之
を
正
確
に
知
る
を
得
泣
い
が
、
農

林
省
農
務
局
の
調
車
却
に
よ
れ
ば
、
愛
媛
牒
下
に
二
産
業
組
合
d

島
根
鯨
下
に
一
産
業
組
色
、
群
馬
牒
下
に
一
申
ム
口
組
創
口
が
接
げ

拙稿、現下の土地問題色白作農創設事業(経理年論叢.第四十三巻、
参照。
農林省農務局、小作委員曾と其の事業の機要(昭和九年一月〉
余土村信購阪利組合。今出信購阪別組合。 4) 野外債購版利組合。
宮古耕地管理業務執行委員省。 o) 兵庫豚農舎、耕地管理組合・の莱(昭和
十年七月}によれば、日高信購阪利組合、下三方信購阪草IJ組令、山崎信購版利

第一披)

)
)
)
 

2
内

3

戸、d



ら
れ
て
底
。
、
兵
庫
煤
農
舎
の
調
古
田
に
上
れ
ば
、
時
燦
下
に

十
六
の
土
地
利
用
組
合
(
産
業
組
合
)
と
九
十
六
の
耕
地
管
理
組

合
(
申
合
組
合
}
と
が
泉
げ
ら
れ
で
ゐ
る
。

こ
の
土
地
利
用
組
合
及
び
耕
地
管
理
組
合
の
目
標
と
す
る
と

こ
ろ
は
一
様
で
お
っ
て
、
何
れ
も
小
作
能
件
、
就
中
、
小
作
料

の
額
控
に
そ
の
支
挽
方
法
を
統
一
し
合
理
化
し
て
、
小
作
料
牧

納
を
闘
滑
な
ら
し
む
る
と
共
に
、
小
作
料
の
分
配
過
程
を
合
理

化
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
組
合
を
設
立
す
れ
ば
、
組
合
員

と
る
血
主
主
ほ

Z
〉
町
一
1
a
E巴

f
z
r
:
Zト
7
5〉
戸

R
'
F

f
d
H
μ
J
3
4
刻
有
車
i
t
ド
引

ukE吋
L
j
r
t
刷
陛
下
却
益

組
合
に
委
托
し
、

小
作
者
は
組
合
の
管
理
に
属
す
る
土
地
を
借

り
受
け
で
耕
作
す
る
こ
と
a
h

な
る
の
で
あ
る
。

「
従
っ
て
組
合

は
小
作
料
の
決
定
、
減
発
の
査
定
、
小
作
料
の
取
立
等
地
主
と

し
て
の
事
務
を
行
ふ
と
共
に
、
其
の
小
作
料
を
地
主
へ
納
入
す

る
小
作
者
の
立
場
に
も
あ
る
。
即
ち
組
合
は
地
主
で
あ
り
又
小

作
人
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
ao」

従
っ
て
此
の
種
の
組
合
に
於
で

は
、
組
合
員
と
し
て
は
一
村
内
の
地
主
も
小
作
人
も
含
ま
れ
、

彼
等
相
互
の
協
調
に
よ
っ
て
、
小
作
傑
件
の
合
理
化
を
闘
り
、

そ
の
共
存
共
築
を
闘
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
村
内

土
地
問
題
と
産
業
組
合

の
小
作
人
の
み
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
有
利
な
る
小
作
晶
体
件
を

獲
得
す
る
と
と
を
目
標
と
し
、
地
主
組
合
叉
は
地
主
鹿
般
と
相

針
立
す
る
閥
係
に
立
つ
小
作
人
の
共
同
借
地
組
合
と
は
、
残
分

そ
の
性
質
が
異
っ
て
ゐ
る
。
更
に
土
地
利
用
組
合
又
は
耕
地
位
昌

理
組
合
忙
於
て
は
、
そ
の
管
理
す
る
土
地
は
、
組
合
員
た
る
小

作
人
に
之
を
貸
付
け
て
、
個
人
経
替
の
方
式
で
利
用
せ
し
め
る

も
の
で
、
愛
媛
鯨
下
の
余
土
村
の
産
業
組
合
陀
於
け
る
如
く
、

組
合
員
が
共
同
総
潜
を
行
ふ
と
と
は
寧
ろ
例
外
で
あ
私
。

三
の
土
地
別
別
組
合
は
談
話
組
合
一
法
K
よ
お
部
諜
紺
合
組
紛

に
上
る
も
の
で
あ
る
が
、
耕
地
管
理
組
合
は
産
業
組
合
法
に
よ

ら
ざ
る
申
合
組
合
で
あ
る
。
兵
庫
膝
下
に
於
て
申
合
組
合
組
織

に
よ
る
耕
地
管
理
組
合
の
多
い
の
は
、
大
正
十
二
年
四
月
よ
り

同
勝
農
舎
に
於
て
土
地
利
用
組
合
設
置
奨
働
規
定
を
制
定
し
、

そ
の
普
及
に
努
め
て
来
た
が
、
そ
の
後
産
業
組
合
法
に
よ
る
土

地
利
用
組
合
は
町
村
匝
域
の
も
の
陀
限
定
せ
ん
と
す
る
懸
の
方

針
に
件
び
、
部
落
匝
域
で
設
立
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
之
を
耕

地
管
理
組
合
友
る
名
稽
に
よ
っ
て
任
意
組
合
組
織
と
し
、
土
地

利
用
組
合
と
同
様
の
奨
励
を
加
へ
る
と
と
誌
な
っ
た
か
ら
で
る

第
四
十
=
一
巻

二
八
三

第

披

組合等々の二十六の土地利用組合法下小倉耕地管理組合、善入部落耕地共同
管理組令等々の九十六の耕作管理組令~: .t;>掲げてゐる。
兵庫県系農舎、耕地管理組合の菜、第三版(昭和七年四月)三頁。
愛知県系下の品野町干.品野小作委員舎の如きこの一例でめる(農林省農務局、
前端書、一四一頁参照)
産業組合叉は申令組合による農業熟阿蘇E替に就いては此の小論に於て鯛nな

7) 
8) 

9) 



土
地
問
題
と
産
業
組
合

る
。
加
之
、
耕
地
管
理
組
合
は
市
合
せ
に
上
っ
て
成
立
す
る
任

意
組
合
で
あ
り
、
他
か
ら
何
等
束
縛
さ
れ
る
と
と
た
く
、
官
腐

共
の
他
に
謝
す
る
乎
績
等
を
要
し
泣
い
簡
易
友
組
織
で
あ
る
と

と
が
、
反
っ
て
農
村
民
の
心
情
陀
適
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
ま

た
其
の
匡
域
が
一
部
落
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
小
作
将

、、

の
改
定
を
立
り
山
容
易
K
す
る
で
あ
ら
う
し
、
市
民
民
此
の
種
の
組

-
:
l
:
、
:
H〉
F
I
E
-
:
;

f
U
4
μ

昨
ド
イ
行
均
ι
A
t
型
在
一
方

l

小
作
料
の
取
納
の
み
ぞ
い
釘

第
四
十
三
巻

第

量主

一

二
八
四

営
し
、
金
融
、
購
買
、
販
賓
等
の
附
帯
事
業
を
行
は
友
い
限
り
・

組
合
の
活
動
期
間
は
小
作
料
牧
納
の
行
は
れ
る
比
較
的
短
期
間

に
限
ら
れ
る
と
と
L
た
る
か
ら
、
簡
易
な
る
申
合
組
合
組
織
に

よ
る
の
を
よ
り
使
立
と
す
る
た
め
で
あ
ら
う
。

認
に
兵
庫
将
下
に
於
け
る
土
地
利
用
組
合
蛇
に
耕
地
管
理
組

仁:l"合
を

さ負: 、
江〉 品目
安JI 合
<ヨ
tJ散
--:) .L 

π I!割
ゐ j系
~)1m減。2地

Wl 
1責
，~ 
t亡
従
げコ
引亡
、

、7質
「
l

J
J
ノ
叶
ボ
ザ

j
v内

組合員数組|七地合利数用t阻井地合管理数

20人以下 1 

21-40 5 18 

41-60 6 24 

61--80 8 23 

81-100 3 16 

101-120 2 4 

121-140 1 3 

141-160 ! 2 

161-180 1 2 

181-200 

200人以上 5 3 

合 百十 ~~6 96 

組二関面在令係否耕員平積地高薮 人 人
!土組地141合5利.5致用組|耕地合75管1数理

10町以下 10 

20 〆. 9 29 

30 ク 7 26 

40 ， 2 13 

50 ~ l 同4 

60 ? 2 4 

70 ? 1 

80 '" 2 

90 ? 

100 ? 1 

100町以上 4 3 

舎 言十 2自 96 

ー管ELー組理-合-耕?平謹均地
町

29.1 

邸
ち
土
地
利
用
組
合
は
慨
し
て
耕
地
管
理
組
合
よ
り
も
、
組

合
員
に
就
い
て
も
、
ま
た
管
理
耕
地
面
積
に
就
い
て
も
、
そ
の

規
模
が
よ
り
大
き
く
友
っ
て
居
る
.
卸
ち
土
地
利
用
組
合
の
一

組
合
平
均
組
合
員
数
は
一
四
五
人
、

一
組
合
卒
均
管
理
耕
地
面

積
は
四
六
町
歩
及
る
に
、
耕
地
管
理
組
合
に
於
て
は
そ
れ

λ
¥

「
在
こ

七
五
人
、
二
九
町
歩
と
な
っ
て
ゐ
る
。

{
謹
一
)
そ
の
他
、
余
土
村
信
購
版
利
組
合
(
愛
媛
)
に
於
て
は
組
合

員
は
五
五
五
人
、
管
理
耕
地
面
積
は
一
四
ニ
町
歩
と
な
っ
て
居
h

J

、

ぃ。この艶にqJ~L、ては、拙著農村産業組合の研究、策問寧参照。
兵庫県系農舎、耕地管理組合の莱(昭和十年七月、i'!!ノ昭和十年四月現在)に
よる。

10; 



今
出
信
購
販
利
組
合
(
愛
媛
)
に
於
で
は
組
合
員
は
一
九
三
人
、
管
理

耕
地
面
積
は
四
一
町
歩
と
な
っ
て
居
h
、
野
外
信
購
政
利
組
合
(
島

根
}
で
は
夫
々
八
一
人
、
六
七
町
歩
と
な
っ
て
ゐ
る
。
反
之
、
申
合

組
合
た
る
宮
古
耕
地
管
理
業
務
執
行
委
員
舎
(
群
馬
}
に
於
て
は
組
合

員
は
三
七
人
、
管
理
耕
地
面
積
は
一
三
・
五
町
歩
と
な
っ
て
居
h
、

そ
の
規
模
は
前
者
よ
b
色
小
さ
い
。

L
-
l
a
t
Jー
も

l
i
p
-
F
l
日
l
「
}
【
町

油
〈
ヰ
吋
荊
竹
吋
結
合
lr-
相
柑
A
E
羽
艇
J
L
と
り

》

之

7
1

4
r
t
H
V創

昨
吠
=
ヨ
弘
首
K
=
こ
ろ
、
ご
r
F
ト
w
y

コ
色
工
国
有
ン
L--rド
ト
'
バ
ド

仇柄
j
c
土
号
車
ι
〕
九
レ
ド

+nv
ノ
ニ
ノ

ρ
V
2
7〆
E寸
Z

J

一
一
ノ
、
イ
ム

そ

η
日
手
ふ
と
「

-

〈

4
4

る
鹿
は
一
様
で
あ
る
か
ら
、
認
で
は
便
宜
上
、
雨
者
を
一
括
し

て
、
そ
の
組
織
、
事
業
、
そ
の
殻
果
等
に
闘
し
で
論
漣
し
つ
k
A

多
少
の
批
判
を
加
へ
、
最
後
に
申
合
組
合
た
る
耕
地
管
現
組
合

と
産
業
組
合
と
の
闘
係
に
就
い
て
論
及
す
る
で
あ
ら
う
。

一
土
地
利
用
組
合
の
組
織
土
地
利
用
組
合
は
耕
地
の
管
理

に
よ
っ
て
、
地
主
小
作
聞
の
小
作
料
牧
納
を
闘
滑
友
ら
し
む
る

乙
と
に
よ
っ
て
、
耕
地
に
闘
す
る
栖
互
の
利
便
と
安
定
と
を
矧

し
、
以
て
雨
者
聞
の
融
和
親
善
を
闘
り
、
併
せ
て
組
合
員
の
生

活
の
安
定
と
繭
利
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
も
の

土
地
問
題
と
産
業
組
合

で
あ
る
。
而
し
て
組
合
員
た
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
区
域
内

に
於
て
耕
地
を
所
有
す
る
者
{
地
主
)
及
び
樹
立
の
生
計
を
営
み

耕
作
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
。
従
っ
て
匿
域
外
在
住
の
地
主
で

も
、
共
の
医
域
内
に
土
地
を
所
有
す
る
時
は
組
合
員
と
・
た
る
と

と
が
出
来
る
。
ま
た
純
自
作
農
は
直
接
土
地
の
貸
借
に
は
閥
係

は
た
い
が
、
部
落
の
園
浦
上
、
ま
た
組
合
を
し
て
園
滑
に
共
の

事
業
を
途
行
せ
し
む
る
た
め
に
、
組
合
に
加
入
し
て
も
ら
ふ
揚

」
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さ
れ
ば
此
の
種
の
組
合
は
、

地
主
階
級
又
は
小
作
人
階
級
の

階
級
的
利
径
の
み
を
追
求
す
る
も
の
で
は
友
い
。
卸
ち
絶
封
的

の
小
作
農
の
利
径
追
求
機
闘
で
も
な
〈
、
叉
絶
封
的
の
地
主
擁

護
機
関
で
も
な
い
。
等
ろ
組
合
は
超
階
級
的
な
る
第
三
者
の
立

揚
に
立
っ
て
、
地
主
小
作
雨
者
に
劃
L
て
、
或
黙
に
於
て
は
其

の
利
益
を
周
り
、
或
瓢
に
於
て
は
共
の
放
恋
を
警
め
て
、
両
者

聞
の
利
害
の
調
和
を
嗣
る
も
の
で
あ
る
。
却
ち
「
地
主
も
小
作

者
も
一
切
を
組
合
に
委
托
す
る
か
ら
、
従
来
の
煩
雑
友
る
交
渉

を
全
然
要
せ
A
Y
、
叉
勝
手
気
億
を
云
は
九
な
い
様
に
な
り
、

公
卒

第
四
十
三
巻

二
八
五

第

務

一
一一

農林省農務局、小作委員曾と其の事業の概要(昭和九年一月)による。)
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組
合
は
第
三
者
の
超
階
級
的
立
場
か
ら
、
地
主
小
作
聞
の
問

題
を
会
卒
に
解
決
す
る
た
め
に
、
組
合
員
総
合
で
組
合
長
及
び

副
組
合
長
を
選
曲
帯
し
て
組
合
の
事
務
を
庭
現
せ
し
め
る
外
に
、

小
作
協
定
委
員
舎
を
設
置
す
る
と
と
を
通
例
と
す
る
む

と
の
委

1
1
加工
A
E
L
-
-
4
己
主
也

tL
、
3
L
F
E
A也
、
ト
ド

1F:
〉
一
こ
ず
司
主

lJJap-a山市
1
2
1
τ
7
・4
均
1」

l
判
HHh

ノ
，

f
凶
14
泊
h
レ
ゴ
ノ
J
r
F叩
克

7
l
h
J
Z
a
p
-
J
j
j
L
E
-
-
:
F
i』

?
i
k

こ
こ

4
7
ヨ
Z
ノ

fr-3E-E!斗
c
f六
Z
l
M
4
〆
一
マ
、
組
制
さ
れ

る
。
組
合
に
よ
っ
て
は
.
と
の
外
に
農
舎
技
術
員
や
産
業
組
合

理
事
を
一
名
づ
L
委
員
曾
に
加
へ
る
庭
も
あ
る
。
こ
の
委
員
曾

は
組
合
長
の
諮
問
に
膝
じ
、
小
作
料
の
改
訂
、
減
牧
の
揚
合
に

於
け
る
小
作
料
の
減
免
査
定
、
そ
の
他
小
作
地
の
斡
旋
等
を
行

ふ
組
合
の
重
要
機
関
で
あ
る
。

恒
土
地
利
用
組
合
の
事
業
組
合
を
設
立
す
れ
ば
、
耕
地
を

所
有
す
る
組
合
員
ば
組
合
国
域
内
に
於
け
る
共
の
所
有
地
を
綿

て
組
合
に
提
供
し
其
の
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
L

友
り
、
更
に

組
合
は
共
の
管
理
す
る
耕
地
を
組
合
員
に
小
作
せ
し
む
る
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
組
合
が
小
作
料
の
分
配
過
程
を
合
理
化
せ
し

む
る
組
織
た
る
娘
一
む
、
先
づ
以
て
公
平
去
る
小
作
料
の
改
定
を

第
同
十
三
巻

第

盟主

二
八
六

四

1'1 
(A) は
公、 t主
斗t、け
友、 t工
る、ば
ノl、、な
作、ら
料、な
<TJ、 v、
己位、 。
定、

土
地
利
用
組
合
に
於
て
小
作

料
を
公
平
に
改
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
る
る
が
、
併
し
之
を
潟

さ
ざ
る
を
得
た
い
の
は
、
同
じ
く
軒
を
列
心
て
住
み

1也
を

接
し
て
耕
し
な
が
ら
、
甲
地
と
乙
地
と
の
間
に
利
不
利
の
差
が

あ
る
と
と
は
、
耕
作
者
間
日
物
べ
陥
没
醸
す
閃
と
た
る
か
ら
で
あ

〕

-
-
a
J
-

‘

;
;
r
j
f
p
、:

:

r

i

;

l

u

F
一
/
d

刈
j
，土
1
什
什
九
九
-
治
副
川
A
T
U叩
r
タ
FF
矧
移
に
例
'
U
J朴

互
に
協
調
を
保
つ
た
め
に
は
、
在
来
の
高
率
小
作
料
は
之
を
幾

分
引
下
げ
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
滋
で
は
小
作

料
改
定
が
比
較
的
合
理
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
兵

庫
燃
の
日
高
信
勝
販
利
組
合
を
一
例
と
し
て
事
げ
上
う
。

先
づ
同
組
合
に
於
て
は
、
各
部
落
毎
に
、
甲
生
産
費
を
基
準

と
す
る
部
落
平
均
の
小
作
料
と
、
伍
既
往
十
ヶ
年
聞
の
部
落
卒

均
の
貫
牧
小
作
料
と
を
算
出
し
、
と
の
雨
者
を
更
に
平
均
し
た

る
も
の
を
以
て
、
新
小
作
料
の
基
準
と
し
て
ゐ
る
3

甲
の
生
産
費
を
基
準
と
す
る
小
作
料
は
、
反
富
市
ア
均
収
量
を

ば
、
地
主
小
作
人
韓
民
方
の
農
業
粧
品
百
に
闘
す
る
支
出
負
拾
に
按

分
比
例
し
て
算
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

兵庫際農舎、耕地管理組合の采(昭和十年七月)二L真。
但し余土付利用組合に於ては委員曾は地主及びt小f1'人よ h各十二名、自作者
より十一名合計三十五名tし、この外に農曾役員若干名を加ふ。
以下の統計思日高信購販利組合編、日高産業組合の土地利用部(昭和七年五
月)及び産業組合中央曾、利用組合に閲する調査〔昭和二年)によるu但し
生産費を基準とする小作料の算定は日高町農曾の大iE十二年度調査によって

日)
13) 

14) 
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出
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叶

町

巳
，
次
に
既
往
十
ヶ
年
の
平
均
賞
牧
小
作
料
は
契
約
小
作
料
よ

り
一
一
割
三
分
減
免
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
貨
収
の
諸
問
小
作
料
は
一

石
二
牛
四
升
四
合
と
た
る
。

割

削

同
品
目

X
(
H
-
-
1
3
]臼
)

目

】

・

2
怠

此
の
伊
及
び
巳
小
作
料
の
平
均
売
る
一
行
一
十
五
升
九
ム
口
が

新
世
帯
州
中
小
作
料
と
た
る
。

か
く
の
如
く
、
生
産
費
を
基
準
と
す
る
小
作
料
の
み
に
よ
ら

土
地
問
題
と
産
業
組
合

Ar
、
責
牧
小
作
料
を
も
掛
酌
し
た
る
こ
と
は
、

一
見
地
主
に
有

利
友
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
那
須
博
士
の
一
一
一
一
口
は
る
L
如
く
、
「
地

方
に
て
急
激
に
小
作
料
ぞ
激
減
す
る
こ
ん
」
は
容
易
に
地
主
の
承

諸
を
求
む
る
能
は
ざ
る
て
き
事
情
を
も
考
へ
、
差
し
営
り
で
は

此
の
第
一
次
公

E
小
作
料
と
、
現
在
の
小
作
料
と
の
平
均
を
以

て
、
改
正
小
作
料
と
な
す
べ
き
事
を
唱
導
す
る
者
あ
り
、

文
現

に
之
を
賀
行
せ
る
例
も
あ
る
。

こ
れ
梢
々
生
温
る
き
感
が
あ
る
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の
種
組
合
へ
の
加
入
は
、
何
等
の
強
要
に
基
く
も
の
で
友
い
か

ら
、
漸
尖
的
改
善
の
方
法
を
選
ば
な
け
れ
ば
、
組
合
員
を
増
加

し
得
た
い
か
ら
で
あ
る
。

今
こ
の
日
高
組
合
の
賞
欣
を
離
れ
、
軍
に
現
論
的
K
考
ふ
る

た
ら
ば
、
甲
小
作
料
の
算
定
に
際
し
、
過
去
五
ヶ
年
の
賓
際
の

反
営
り
平
均
牧
旦
一
旦
を
と
ら
や
、
作
人
の
努
力
に
よ
り
増
牧
し
得

ぺ
き
牧
量
売
る
二
石
五
中
を
標
準
に
し
た
る
は
如
何
か
と
考
へ

ら
れ
る
。
申
叫
に
伍
小
作
料
の
算
定
K
際
し
、
既
往
十
ヶ
年
の
平

均
減
発
高
を
基
準
に
し
た
る
こ
と
も
ま
た
如
何
か
と
考
へ
ら
れ

第
四
十
三
巻

第
二
抽
出

一一一一五

ノ、
-1:; 

ゐ品。
向大正七年至犬正+一年の五ヶ年平均。
那須晴氏、農政論考、二六二頁。
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土
地
問
題
と
産
業
組
合

る
a

邸
ち
伸
小
作
料
算
定
に
際
し
、
過
去
五
ヶ
年
の
平
均
牧
量

を
と
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
乙
小
作
料
の
算
定
に
際
し
で
も

同
様
に
過
去
五
ヶ
年
の
平
均
減
免
率
を
採
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
斯
く
の
如
く
理
論
通
り
に
解

決
さ
れ
た
い
庭
に
、
現
在
の
農
村
生
前
の
僻
統
牲
と
非
合
却
性

と
が
窺
は
れ
る
次
第
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
小
作
料
の
改
定
に
携

斗
同
る
委
日
日
法
の
皆
心
の
川
崎
悦
i

m
可

'っ
き

り
よ-

iI日
i~íi 

i字
O~ 

2取
る

や
う
に
思
は
れ
る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
反
営
り
新
基
準
と
た
る
平
均
小
作
料
が

定
ま
れ
ば
、
・
次
に
小
作
料
査
定
委
員
は
各
耕
地
を
一
巡
し
て
、

耕
作
の
使
否
十
五
難
、
地
質
十
臨
.
乾
漁
五
貼
の
採
瓢
標
準
に

よ
り
て
、
会
耕
地
を
甲
乙
丙
の
三
段
に
分
ち
‘
更
に
之
を
上
中

下
に
区
分
し
、
そ
れ
件
、
、
の
等
級
の
耕
地
に
劉
し
共
の
小
作
料

に
一
定
の
格
差
を
付
し
、
か
く
し
て
決
定
さ
れ
た
る
各
等
級
耕

地
の
小
作
料
の
総
和
を
し
て
、
反
首
り
卒
均
新
基
準
小
作
料
に

耕
地
一
線
反
別
を
乗
じ
た
る
積
に
等
し
か
ら
し
め
る
も
の
で

ιで

か
く
て
日
高
組
合
の
日
置
支
部
に
於
て
は
新
反
常
小
作
料
の
最

高
は
一
石
五
牛
、
最
低
は
六
斗
、
平
均
が
上
述
の
一
石
一
斗
五

第
四
十
三
容

第

盟主

八.
八.

一一一一六

升
九
合
と
友
り
、
蕎
反
営
卒
均
小
作
料
一
石
四
牛
=
一
升
に
比
し
、

約
一
一
割
八
分
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
ミ
友
っ
た
。

(
註
一
)
兵
庫
将
下
の
優
夏
耕
地
管
理
組
合
と
し
て
掲
げ
ら
る
〉
、

氷
上
郡
の
下
小
倉
組
令
に
於
て
は
、
地
質
三
十
五
匙
、
土
地
拡
漁
十

五
由
、
水
利
便
否
一
一
十
駐
、
耕
作
傑
否
十
五
動
、
日
光
真
否
十
王
監

計
百
魁
と
す
る
阿
部
動
方
訟
に
よ
り
、
各
筆
の
耕
地
毎
に
監
数
、
即
ち

等
級
争
確
定
し
、
百
鮎
伝
一
石
五
半
と
し
て
、
各
貼
扱
に
舷
や
る
小

伊
料
佐
世
坪
品
レ
γ

ゐ
品
目
戸
の
場
合
に
悶
底
と
な
5
貼
は
何
岐
に
最

高
小
作
料
を
一
石
五
斗
'
と
し
だ
か
の
理
論
的
根
撲
で
め
る
。
こ
れ
は

兵
庫
際
農
舎
の
調
査
書
に
よ
れ
ば
、
銃
往
十
ヶ
年
間
に
減
免
し
束
。

た
歩
合
の
平
均
た
る
一
割
絵
を
奮
小
作
料
よ
b
天
引
し
た
も
の
、
如

く
で
あ
る
が
、
単
に
こ
れ
の
み
に
て
は
小
作
料
改
定
の
意
味
が
少
い

か
ら
、
や
は
り
多
少
の
面
倒
は
め
っ
て
も
、
地
主
小
作
人
の
支
出
負

槍
割
令
か
ら
ハ
基
準
小
作
料
を
算
出
し
た
方
が
、
よ
h
合
理
的
で
は

あ
る
ま
い
か
。

か
く
土
地
利
用
組
合
又
は
耕
地
管
理
組
合
に
よ
り
改
定
さ
れ

た
る
新
小
作
料
が
、
奮
小
作
料
に
比
し
て
幾
%
低
下
さ
れ
た
か

を
兵
庫
鯨
下
の
も
の
に
つ
い
て
左
に
一
不
さ
う
。

剖
ち
土
地
利
用
組
合
の
方
が
耕
地
管
理
組
合
よ
り
も
、
小
作

料
の
減
額
歩
合
が
よ
り
大
き
〈
た
っ
て
居
り
、
前
者
の
平
均
が

過去:Ji.ヶ年の平均収量たるニ石三斗を基準i二すれば、 f甲)小作料は九斗八升
丸舎となり、過長五ヶ年の卒均減免軍事一割j四分大風を基準にすれば、(乙)小
作料は一石ニヰ二升一合となる。従て(甲)(乙)開小作料の平均たる新基準小
作料は一万一斗五舎とな b、寅際の新基準小作料よ hも凶升五舎低〈なる。
兵庫県系農曾、耕地管理組合の諜(昭和十年七万)五七買。
兵庫県系農舎、前掲書によ品。土地利用組合26、耕地管理組合96のうち、小作
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一
一
一
一
%
一
一
一
段
品
川
札

後
年
刊
の
平
均
が
九

%
h
t
広
つ

γ
ぬ
お
け
μ
泌

ぎ
な
い
。
耕
地
管
埋
組
合
は
部
溶
軍
伎
の
小
規
模
な
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
小
作
人
の
側
か
ら
比
較
的
有
能
な
る
委
員
を
選
ぶ

こ
と
が
困
難
友
る
の
と
、
小
作
人
が
地
主
と
封
等
の
地
位
に
立

っ
と
と
が
比
較
的
困
難
友
る
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考

へ
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
私
は
之
を
充
分
に
説
明
す
る
に
足

る
資
料
を
有
し
友
い
。

冊
減
牧
の
場
合
に
於
け
る
小
作
料
減
免
方
法
の
改
正

キ旦
メh
<] 

設
立
後
、
風
水
害
、
病
掻
害
共
の
他
不
可
抗
力
の
た
め
、
著
し
く

作
物
に
被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
小
作
者
が
牧
穫
以
前
に
組

土
地
問
題
と
産
業
組
合

合
に
申
出
る
と
、
組
合
委
員
が
出
張
し
て
立
毛
を
検
見
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
坪
刈
な
行
ひ
、
規
程
の
定
め
る
所
に
従
っ
て
相

等
額
の
減
売
を
左
す
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
組
合

規
約
に
よ
り
、
山
共
の
国
の
反
首
牧
穫
高
が
反
営
小
作
料
に
何

十
を
加
へ
た
額
以
下
に
減
牧
し
た
場
合
に
共
の
差
額
の
何
割
を

減
免
す
る
と
か
、
仰
共
の
悶
の
反
営
牧
穫
高
が
反
蛍
小
作
料
に

何
斗
を
加
へ
た
額
以
下
に
減
牧
し
た
揚
合
に
は
共
の
差
額
を
減

売
す
る
と
か
、
知
度
蛍
牧
獲
高
が
何
石
以
下
の
場
合
に
は
、
等

と i及
古道 じコ
土nT日
Jt 1'iT 
し?と
て21，ln命
、，]"
-1" 、

-
L
1
b
E氏
う
証
明
怯
に
疋
己
沼
山

i
f
f
f
じ
『
干
子
一
一

Jiue
，J

減
繍
ず
る

凶
作
年
に
於
て
減
免
率
に
閲
し
て
紛
議
を
醸

さ
な
い
や
う
晴
朗
め
減
免
卒
を
確
定
し
て
置
く
こ
と
L
た
っ
て
ゐ

る

乙
の
減
免
率
に
従
っ
て
、
小
作
料
の
減
免
を
な
し
た
る
と
き

は
、
そ
の
減
免
し
た
る
小
作
料
は
、
イ
組
合
が
負
捨
す
る
か
、

ロ
闘
係
地
主
が
個
別
的
に
負
拾
す
る
か
、
ハ
地
主
会
惜
の
蓮
帯

負
携
と
す
る
か
の
三
方
法
が
あ
る
。

付
先
づ
組
合
の
負
捨
と
す
る
揚
合
に
つ
い
て
考
へ
る
に
、
組

合
と
小
作
人
と
の
聞
に
契
約
耕
作
せ
る
耕
地
に
叫
劃
し
て
減
免
を

第
四
十
三
巻

/九

九

第

盟主

七

料減額歩合・を費表してゐる色のは、前者21、後者85である。
島根豚の野外信購販利組合志小伶料改定はH高組合の方法i二倣ってゐる。
ζの減免牽確定の(1)及ひ:(2 )は兵庫腕下で一般に行はれてゐるもので、(3)
は島根豚の野外組合の方法でめる。

20) 

21) 



土
地
問
題
と
産
業
組
合

行
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
減
免
し
た
ピ
け
は
組
合
の
負
捨
と
す
る

の
が
一
肱
合
理
的
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
こ
の
揚
ム
口
に
は
小
作

人
も
組
合
員
と
し
て
減
免
額
の
一
部
分
を
負
権
せ
ね
ば
た
ら
ね

こ
と
6

ふ
た
る
か
ら
、
資
質
的
に
は
叫
だ
不
合
却
と
な
る
。
直
し

此
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
幾
分
か
小
作
人
の
負
憶
に
よ
っ
て
、

者'
し

作
中pj
監
I~J 
(7) 

主11
イ"J
K 
t!リ
九
寸=

ヨ?
ゴ守E

;記L

詰:~

w 
1'J 

V-
牧
得
せ
し
h
u
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

農
舎
が
土
地
利
用
組
合
の
模
範
規
約
に
於
て
、

さ
れ
ぽ
兵
庫
川
糊

「
減
免
に
依
り

生
じ
た
る
組
合
の
飲
損
は
耕
地
を
提
似
せ
る
組
合
員
の
負
婚
と

す
」
と
規
定
せ
る
は
至
首
の
庭
置
で
あ
る
。

ロ
さ
れ
ば
減
免
に
よ
る
組
合
の
扶
損
は
、
耕
地
を
提
供
せ
る

組
合
員
た
る
地
主
の
負
捨
と
す
る
を
至
営
と
す
る
が
、
併
し
各

地
主
を
個
別
的
に
考
へ
、
減
免
し
た
耕
地
の
地
ト
い
し
の
み
に
之
を

負
推
せ
し
む
る
こ
と
は
、
動
も
す
れ
ば
従
前
の
地
主
掛
小
作
人

の
直
接
闘
係
を
恕
起
せ
し
め
、
組
合
の
存
布
と
そ
の
機
能
と
を

害
す
る
協
が
あ
る
。

ハ
従
っ
て
減
免
額
を
土
地
提
供
組
合
員
会
憾
の
連
帯
負
捨
と

し
全
地
主
が
共
同
責
任
の
下
に
之
を
負
推
す
る
の
が
最
も
ム
口
調 }j)!， 

第
四
十
三
谷

すL

O 

第

霊主

A 

的
で
あ
る
。
兵
庫
牒
農
舎
の
調
奇
警
に
よ
れ
ば
、
此
の
揚
合
と

の
「
減
売
額
を
土
地
提
供
組
合
員
全
憾
の
連
帯
負
擦
と
し
、
賃
貸

料
に
膝
じ
て
按
分
す
る
」
を
以
て
可
と
さ
れ
る
も
の
L

如
く
?

あ
る
が
、
小
作
料
改
訂
に
際
し
、
土
地
の
生
産
力
宮
参
酌
す
る

傍
ら
、
水
害
そ
の
他
に
よ
り
、
減
収
を
被
り
H

如
き
耕
地
を
劣
等

u
u
と
l
て

、-一
l
「
}

w

し
‘
・
:
，
、
、

川
村
一
が
を
側
く
が
定
寸
勺
4
L
ι
由
日
付

制
抑
制
円
ゆ
ぜ
ヂ
h
b
r
A

頻
繁
皮
及
び
減
免
歩
合
の
最
も
高
い
耕
地
の
所
ム
何
者
が
、
最
も

少
友
く
減
免
額
を
負
婚
す
る
こ
と
L

な
り
、
反
っ
て
不
公
平
た

結
川
市
と
た
る
倶
が
あ
る
。
但
し
賃
貸
料
の
高
い
耕
地
は
、
そ
れ

だ
け
負
捨
能
力
が
大
で
あ
る
か
ら
、
減
免
負
嬉
を
多
〈
し
で
も

差
支
へ
な
し
と
考
へ
る
左
ら
ば
、
そ
れ
に
も
ま
た
一
理
が
あ

。
る

若
し
会
館
の
地
主
が
年
k

受
取
る
小
作
料
中
の
幾
分
か
を

各
耕
地
の
減
免
蓋
然
率
に
従
っ
て
、
減
免
基
金
と
し
で
組
合
に

積
立
て
L
置
く
友
ら
ば
、
各
地
主
の
小
作
料
受
取
高
を
年
々
均

一
と
し
乍
ら
、
凶
作
に
際
し
て
、
小
作
料
の
減
免
hz
在
す
こ
と

が
出
来
る
こ
と
L

な
る
か
ら
、
こ
の
方
法
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
ら

r 
ノ
o 

兵l事申書農曾、耕地管理組合の莱(昭和1十年七月) 二八百。:.U) 



向
ほ
小
作
料
の
減
免
に
開
嚇
し
て
、
凶
作
保
険
制
度
を
加
味

し
て
ゐ
る
組
合
が
あ
る
。
例
へ
ば
兵
庫
臓
の
下
小
倉
耕
地
管
理

組
合
で
は
、
小
作
料
改
定
に
際
し
小
作
料
を
相
営
引
き
下
げ
た

結
果
、
特
別
の
場
合
の
外
は
減
免
し
な
い
こ
と
‘
為
し
た
が
、
併

し
異
常
な
る
凶
作
に
備
ふ
る
た
め
、
毎
年
小
作
料
一
石
に
勤
し

地
主
及
び
自
作
者
は
三
升
、
小
作
者
は
一
升
五
合
を
徴
牧
し
、

之
を
綿
命
日
資
比
九
他
の
経
費
K
充
て
.
残
り
を
筒
立
て
L

不
作
の

崎
の
浦
慢
に
あ
て
る
。
叩
ち
山
地
主
が
小
作
叫
刊
の
減
免
を
行
つ

山

1
1
」

y
d
d
U
T
〉

tLゐ、
1

1

p

h

h

F

3

。リ
r
f
L巴
仁
し
と
ペ
サ

J
;
t
E

-
l
d
q
t
ι

ば
ヲ
句
。
本
メ

I
U
ぷ
ト
ト
ナ
制

V
1〈

}
t
J
t
'
T
ν
w

ふ
J

一
t
S
A
u
-
-
l
i
v
-
-
f』

柄
の
如
何
に
拘
ら
や
定
額
小
作
料
を
交
付
す
る
。
同
小
作
者
が

反
首
牧
穫
高
よ
り
小
作
料
h
T
晶
一
芹
引
い
た
浅
瀬
、
印
ち
純
牧
得
が

六
十
を
下
る
場
合
は
、
牧
得
が
六
牛
と
な
る
ま
で
組
合
か
ら
補

償
ず
る
。
問
自
作
品
骨
は
小
作
料
へ
白
作
地
に
も
限
に
小
作
料
を

定
む
)

の
十
四
割
以
下
に
牧
量
が
減
や
れ
ば
共
一
小
足
額
を
組
合

よ
り
補
償
す
る
。
但
し
補
償
額
は
六
ト
を
越
え
得
た
い
規
程
と

四

た
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
凶
作
保
険
制
は
、
寅
質
的
に
は
、
小
作
人
を
し
て
小
作

料
減
免
額
の
一
部
分
を
負
携
せ
し
む
る
こ
と
‘
?
な
る
か
ら
不
合

土
地
問
題
と
産
業
組
合

川
崎
の
や
う
で
あ
る
が
、
併
し
他
聞
に
於
て
楠
主
は
小
作
人
の
最

低
牧
得
を
保
障
す
る
こ
と
ミ
な
る
か
ら
、
先
の
不
合
理
は
之
ぜ

相
殺
さ
れ
る
と
と
L

な
り
、
相
互
扶
助
の
妙
味
が
護
揮
さ
れ

る
。
但
し
一
方
地
主
に
封
し
て
、
定
桶
小
作
料
を
保
障
す
る
股

り
、
他
方
小
作
人
に
封
し
で
は
最
低
生
活
を
友
し
得
る
牧
得
を

保
障
す
る
と
と
が
必
要
と
な
る
の
で
は
た
い
か
。
超
階
級
的
立

場
に
立
つ
組
合
と
し
て
は
、
今
少
し
く
此
の
鮪
を
考
思
ナ
ペ
き

で
あ
ら
う
ロ

こ
の
意
味
陀
於
て
小
作
人
に
針
す
る
純
収
得
六
J

か
間
同
偉
は
へ
7
少
し
く
之
を
引

k
ぐ
る
必
要
が
あ
ら
う
山

m
M
小
作
料
収
納
の
合
現
化

、
zi--土
日

T
〉

FPJ
・昨

E
土

川

d
f
a
f
L
O亦
，

t
d
三

V
(
F

出
J
じ

員
よ
り
徴
収
す
る
も
の
で
、
牧
穫
調
製
が
終
っ
た
頃
に
、
組
合

か
ら
小
作
料
納
入
通
知
書
を
出
し
て
、
納
入

H
と
搬
入
場
所
と

を
通
知
す
る
。
小
作
者
が
数
筆
の
組
合
管
瑚
悶
を
小
作
し
て
居

る
時
に
も
、
小
作
料
は
数
筆
合
計
八
A
を
一
括
し
て
組
合
に
納
入

す
れ
ば
よ
い
。
か
く
し
て
一
筒
所
又
は
数
筒
所
に
集
積
さ
れ
た

小
作
米
は
之
を
共
同
販
寅
に
付
し
て
地
主
に
計
算
す
る
か
、
共

同
保
管
と
す
る
か
、
或
は
集
っ
た
小
作
米
を
等
級
別
に
按
分
し

て
組
合
よ
り
土
地
提
供
組
合
員
に
支
悌
ふ
の
で
あ
る
。
小
作
者

第
四
十
三
巻

九

六a

第
二
時
制

兵庫牒農舎、前端書、五七頁23) 



土
地
問
題
と
産
業
組
合

は
数
筆
の
組
合
管
理
閏
を
小
作
し
て
居
る
時
で
も
、
小
作
料
は

数
筆
合
計
八
刀
を
一
括
し
て
組
合
へ
納
入
す
れ
ば
よ
い
の
で
る
る

か
ら
、
従
前
の
如
く
数
人
の
地
主
の
住
宅
に
別
々
に
持
参
す
る

乎
教
は
省
略
出
来
る
が
、
し
か
し
端
米
は
一
貼
だ
け
し
か
出
来

在
い
と
と
L
た
る
。

従
て
従
前
の
如
〈
数
人
の
地
主
へ
間
々
に

4
 

:

〉

ル
M
A

レ
向
〉

Hmι

、r
-
L
tゐ

C
V
-
1
-
m
品。一対

A
A
3
1
6

小
作
米
を
納
入
す
る
場
合
に
院
ペ
、

と
す
る
だ
け
の
手
数
と
絞
費
と
が
小
作
人
に
か
L
り
、
地
主
金

憶
に
と
り
で
は
端
米
の
鮪
教
が
少
〈
左
る
だ
け
、

そ
れ
だ
け
有

利
に
小
作
米
を
販
買
す
る
と
と
が
出
来
る
と
と
L
な
る
。
此
等

の
鞘
に
就
い
て
は
組
合
の
瑚
事
者
及
び
委
員
舎
は
超
階
級
的
立

揚
か
ら
、
地
主
小
作
人
の
利
径
を
公
平
に
判
断
L
、
奨
励
米
そ

の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
、
小
作
人
の
努
費
に
報
い
る
庭
が
左
け

れ
ば
友
ら
ね
。
組
合
が
農
業
倉
庫
を
粂
替
す
る
場
合
に
は
、
小

作
米
は
之
を
全
部
農
業
倉
庫
へ
搬
入
し
、
入
庫
詮
車
砕
を
以
て
地

主
へ
納
付
す
る
方
法
が
一
般
に
採
ら
れ
て
ゐ
る
。

間
土
地
利
用
組
合
に
よ
る
耕
地
の
交
換
分
合
と
小
作
地
の
斡

旋
土
地
利
用
組
合
又
は
耕
地
管
理
組
合
に
よ
っ
て
、
小
作
料

が
総
て
耕
作
地
の
生
産
保
件
を
基
礎
と
し
て
改
定
さ
れ
る
聞
係

第
四
十
三
巻

九

第

罰主

一
四

O

上
、
組
合
員
た
る
耕
作
者
は
組
合
医
域
内
の
何
庭
の
土
地
を
耕

作
ず
る
も
、
小
作
料
に
闘
し
て
は
何
等
の
不
公
平
を
感
じ
左
い

か
ら
、
成
る
ぺ
〈
白
家
附
近
の
耕
作
上
便
利
た
土
地
を
小
作
す

又
各
小
作
人
の
耕
地
が
比
較
的
集
固
化
す
る
や
う
に

、，コ}、

2
-
4
‘F
J
 作

業
能
率
の
増
進
佐
閥
み
に
し
こ
が
四
手
ま
じ
い
。
既
存
の

d
u
日
U
日比

T
b
;
咋
i
h
ι

予
期
型
司
式
、
=1LH
仇
マ
ザ
土
唱

ヨ

什

仁

f
'
w
m
J
E
A
字
本
L
4
ょ
ん
め
王

xa，一土恥
d
t
ル
町
を

O
F

い

菌
り
、

1
4
引
〉

A
L
、
ー
、
，
，

旬
主
イ
リ
ヲ
現
主
主

E

か
ら
、
小
作
人
の
思
ふ
が
佳
の
耕
地
の
交
挨
八
刀
合
は
行
は
れ
難

い
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
と
と
は
決
し
て
、
賓
現
不
可
能
で
は
な

ぃ
。
現
に
兵
庫
膝
下
の
大
津
村
善
入
部
落
土
地
管
理
組
合
に
於

て
は
、
作
業
能
率
の
増
進
を
閲
る
た
め
・
組
合
の
斡
旋
に
よ
り

組
合
員
が
各
自
耕
作
地
を
交
換
し
て
自
家
附
近
の
使
利
友
土
地

を
耕
作
し
て
ゐ
る
。
印
ち
雷
に
「
小
作
者
の
み
で
と
く
白
作
品
攻

地
主
も
交
換
を
行
ふ
:
・
邸
ち
比
較
的
遠
方
の
自
己
の
回
は
他
。

組
合
員
に
耕
作
せ
し
め
自
家
附
近
の
回
を
借
受
け
耕
作
す
る
も

の
で
あ
る
o
」
か
く
て
大
正
十
年
よ
り
昭
和
三
年
迄
に
瓦
町
七
反

七
畝
の
排
地
が
交
換
さ
れ
た
。
而
し
て
同
組
合
の
耕
地
管
理
面

積
は
昭
和
七
年
四
月
現
在
に
於
て
十
四
町
五
反
五
畝
と
た
っ
て

ゐ
る
か
ら
、
耕
地
管
理
線
国
積
の
約
四
割
が
就
に
交
換
分
合
さ

小作料が四斗、八斗等の如く四斗俵を車位とせ争、 :jVr.3i升等の知〈端扱で
定められてゐる場舎を意味す。
兵庫将農舎、耕地管理組合の菜(昭和七年間月)六ilJtc 
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れ
た
こ
と
弘

主主
つ
ζ 

ゐ
る26)

A、
7 

後
は
各
組
A 
LI 

と
も
止t
の
方
面
の

改
善
に
努
力
し
、
且
つ
各
小
作
人
の
耕
地
を
成
る
ペ
〈
集
圏
化

す
る
と
と
に
上
っ
て
作
業
撃
の
増
進
に
努
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
一

ま
た
組
合
員
た
る
小
作
人
の
持
働
家
族
員
の
死
亡
、
共
の
他

に
よ
り
、
努
働
力
に
不
足
を
来
し
た
る
た
め
、
耕
作
地
の
一
部

を
組
合
に
}
返
還
す
る
場
合
一
札
、

こ
の
耕
作
地
の
獲
得
を
各
紺
合

員
の
自
由
競
争
に
委
ね
る
と
き
は
、
小
作
料
を
不
営
に
引
上
げ

れ
作
件
改
定
の
t
L
門
に
反
ず
る
縞
思
J
な
る
か
ら
、

ど
の
場
合

1<' 
lゴ
継l
"d. 

'ì;~ 
101 
i;'U' 

lτ 
J戸、
て

:
}
i》

j
-
I「
戸
、

2
1
F
]

一
円
げ
ほ
凶
広

4
休
刊

hrて
M
問
f

ド
忠

J
1

る
る
組
合
員
に
之
を
耕
作
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
島
快
勝
の
野

外
信
購
販
利
組
合
で
は
多
少
斯
か
る
小
作
地
の
斡
旋
を
も
左
し

っ
、
あ
る
が
、
他
の
組
合
に
於
て
も
斯
か
る
小
作
地
の
斡
旋
を

も
行
仏
、
之
に
よ
っ
て
小
作
料
を
引
上
ぐ
る
と
と
友
く
、
ま
た

小
作
敷
金
を
支
排
ふ
と
と
な
〈
、
組
合
員
の
努
働
力
に
感
じ
耕

地
の
過
不
足
を
調
節
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三
土
地
利
用
組
合
内
部
に
於
け
る
土
地
賃
貸
借
闘
係

牒
農
舎
の
模
範
堤
約
は
、
此
の
黙
に
闘
し
突
の
如
〈
規
定
し
て
兵
f草

ゐ
る
。

土
地
問
題
と
産
業
組
令

第
十
九
傑
耕
地
ヲ
所
有
ス
ル
組
合
員
ハ
組
合
区
域
内
昌
於
ケ
ル
其

所
布
耕
地
ヲ
塊
テ
組
合
昌
一
提
供
シ
其
管
理
ヲ
委
託
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
要
ス

第
二
十
一
傑
組
合
ノ
管
理
二
風
ス
ル
耕
地
7
小
作
ス
ル
組
令
員
ハ

組
合
ノ
承
諾
ヲ
得
ス

V

テ
其
小
作
地
ヲ
他
人
二
利
用
セ
ジ
ム
ル
コ
ト
ヲ

得

z第
三
十
三
傑
土
地
賃
貸
借
契
約
及
ヒ
小
作
契
約
期
間
満
了
ニ
隙
ジ

テ
ハ
特
別
ノ
事
由
ナ
キ
限
切
，
従
前
ノ
契
約
者
ト
引
績
キ
契
約
ヲ
魚
ス
壬

ノ
ト
ス

耕
地
ヲ
提
供
セ
ル
組
合
員
カ
組
合
=
提
供
セ
ル
土
地

ヲ
他
二
貿
却
丸
ル
力
、
白
品
開
ス
ル
カ
叉
ハ
組
合
ヲ
脱
退
ス
ル
等
己
ム
ヲ

禍
り
ル
事
由
一
閃
り
契
約
期
間
中
弘
士
地
賃
貸
借
勢
約

ja都
市
』
円
一

部
ヲ
解
除
ス
ル
必
要
ヲ
生
ジ
タ
ル
時
及
ヒ
小
作
セ
ル
組
舎
艮
ガ
丘
ム
ヲ

得
サ
ル
理
由
=
ヨ

P
耕
地
ヲ
返
還
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
六
ヶ
月
以
前
=

組
合
長
=
申
出
テ
其
承
認
ヲ
得
ル
ロ
ト
ヲ
要
ス
、
但
シ
此
ノ
場
令
ト
雌

モ
稲
作
及
ぜ
多
作
期
間
中
ハ
契
約
ノ
解
除
ヲ
鴛
ス
ヨ
ト
ヲ
得
ス

第
三
十
四
傑
前
傑
ノ
事
由
三
杭
リ
組
合
力
耕
地
ヲ
提
供
セ
ル
組
合

員
ヨ
リ
賃
貸
借
契
約
解
除
ノ
申
出
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
組
合
ハ
直
チ
一
一

其
排
地
ヲ
小
作
セ
ル
組
令
員
三
通
告
ジ
前
傑
ノ
期
間
ヲ
経
過
ス
ル
ト
キ

ハ
小
作
契
約
ヲ
解
除
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、
此
ノ
場
令
=
ハ
小
作
セ
ル
組
合

員
ハ
異
議
ヲ
申
立
ツ
ル
ヨ
ト
ヲ
得
ス

第
三
十
三
傑

こ
れ
に
よ
れ
ば
地
主
は
組
合
に
加
入
脱
退
す
る
と
止
は
自
由

で
あ
る
が
、

一
旦
組
合
に
加
入
す
れ
ば
、
そ
の
所
有
耕
地
は
之

第
四
十
=
一
巻

第

務

]四

九

三0兵庫豚農曾、土地利用組合併地管理組令官1・民事業事例(昭和七年五月)
頁。
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土
地
問
題
と
産
業
組
合

を
全
部
組
合
に
提
供
す
る
こ
と
L
怠
る
か
ら
、
そ
の
耕
地
を
小

作
す
る
も
の
は
、
組
合
員
た
る
小
何
人
に
限
る
こ
と
弘
司
法
旬
、

叉
特
別
の
事
由
な
き
限
り
、
小
作
契
約
期
間
満
了
後
も
引
績
き

小
作
せ
し
む
る
こ
と
L

し
で
ゐ
る
か
ら
、
小
作
人
の
地
位
が
保

議
さ
れ
る
。
併
し
地
主
が
組
合
を
脱
退
す
る
か
、
提
供
せ
る

t-

地
社
他
に
資
却
ず
る
か
、
戒
は
ん
円
作
す
る
旧
制
九
け
に
は
、

、j
Jドド

i

、

S
F】

P
1
1
J

は
六
ヶ
月
の
狛
議
期
間
を
以
て
耕
作
地
な
組
合
に
返
還
し
な
け

れ
ば
た
ら
な
い
か
ら
、
と
の
黙
に
闘
し
て
は
小
作
人
の
地
位
は

不
安
で
あ
る
。

更
に
愛
媛
鯨
の
余
土
、
今
出
、
島
根
燃
の
野
外
、
兵
庫
牒
の

日
高
、
下
三
方
等
の
土
地
利
用
組
合
に
於
て
は
、
小
作
人
た
る

組
合
員
が
組
合
に
提
出
す
る
耕
地
利
用
詮
警
に
は
『
利
用
地
ハ

契
約
期
間
内
ト
雛
モ
貴
組
合
カ
土
地
提
供
者
=
返
還
ヲ
要
ス
ル

一
一
歪
ル
カ
叉
ハ
拙
者
ノ
利
用
カ
不
通
営
ト
認
メ
ラ
ル
、
ト
キ
ハ

其
ノ
年
二
月
十
五
日
迄
ニ
共
旨
通
知
ア
ラ
バ
無
償
ヲ
以
テ
異
議

ナ
ク
返
還
ス
ル
コ
ト
』
友
る
僚
項
が
あ
る
。
地
主
が
組
合
に
参

加
す
る
以
上
、
寅
際
的
に
は
土
地
提
供
中
は
己
む
を
得
ざ
る
事

舗
の
な
い
限
り
、
提
供
せ
る
土
地
の
返
還
を
要
求
す
る
こ
と
は

第
四
十
=
一
巻

九
四

第

盟主

四

左
い
と
考
へ
ら
る
ι

誌
が
、
耕
地
利
用
謹
書
に
右
の
如
き
俵
項
が

記
入
さ
れ
て
ゐ
る
乙
と
は
、
局
外
者
か
ら
見
れ
ば
小
作
人
の
地

位
が
甚
だ
不
安
の
や
う
に
思
は
れ
る
か
ら
、
今
少
し
く
何
と
か

此
の
献
に
つ
い
て
改
善
を
加
ふ
る
必
要
が
あ
ら
う
。

E~I 

以
上
、
現
在
の
土
地
利
別
組
合
又
は
耕
地
管
四
組
合
が
如
何

な
る
方
法
と
限
度
と
に
於
て
、
土
地
問
題
の
解
決
を
闘
っ
て
ゐ

る
か
を
瞭
に
し
た
。
乙
の
種
の
組
合
が
地
主
小
作
人
の
協
調
組

織
と
し
て
超
階
級
的
立
揚
に
立
っ
て
、
雨
者
の
協
調
を
促
す
も

の
で
る
る
か
ら
、
小
作
人
の
み
の
階
級
的
利
径
を
追
求
す
る
人

々
に
と
り
で
は
.
甚
だ
生
溜
い
組
織
と
感
ぜ
ら
れ
る
で
る
ら
弓
。

け
れ

εも
今
日
の
我
園
の
政
治
経
捕
の
客
観
的
情
勢
に
照
し
て

考
ふ
る
た
ら
ぼ
、
か
L

る
超
階
級
的
友
協
調
的
な
る
立
揚
に
立

つ
組
合
で
泣
け
れ
ば
、
夜
展
し
得
友
い
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
現

賞
に
印
し
た
土
地
問
題
の
解
決
は
闘
れ
む
い
で
あ
ら
う
。
か
く

エ
へ
ば
と
て
、
そ
れ
は
必
や
し
も
現
ホ
の
地
主
と
小
作
人
と
の

同
方
の
主
張
の
五
分
五
分
長
中
)
を
結
着
艇
と
し
て
定
む
る
こ



と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
相
割
立
す
る
地
主
と
小
作
人
と

の
何
れ
が
、
今
日
不
常
に
よ
り
不
利
た
る
地
位
に
置
か
れ
て
居

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
園
民
全
髄
の
健
全
左
る
愛
国
民
が
阻
害
さ

れ
て
ゐ
る
か
を
知
り
、
超
階
級
的
立
場
よ
り
、
地
主
と
小
作
人

と
の
現
存
樹
係
を
ば
、
園
民
全
惜
の
健
全
左
る
設
展
に
合
致
す

る
や
う
‘
之
を
改
善
し
-
な
け
れ
ば
友
ら
ね
。
か
L
る
立
場
か
ら
、

現
役
の
土
地
利
用
組
合
又
は
耕
地
管
理
組
合
に
あ
り
で
は
、
次

の
諸
黙
に
就
い
て
改
善
が
加
へ
ら
る
L
と
と
が
望
ま
し
い
。

一
、
土
地
利
用
組
A

口
又
は
併
地
管
却
組
合
に
は
ポ
げ
る
小
作
料

の
改
定
に
際
し
日
い
、
如
何
に
し
て
公
.1
た
る
小
作
料
を
算
刊

す
る
か
ピ
僅
め
て
重
要
友
る
問
題
で
あ
る
③
今
日
に
於
て
は

般
に
所
謂
生
産
費
を
基
準
と
す
る
小
作
料
.
印
ち
地
主
と
小
作

人
の
農
業
経
皆
に
闘
す
る
支
出
負
捨
に
よ
っ
て
、
牧
量
を
按
分

す
る
方
法
が
比
較
的
合
理
的
な
る
も
の
と
し
て
採
用
さ
れ
て
ゐ

る
が
、
小
作
料
改
定
に
闘
し
現
貫
に
邸
し
た
解
決
を
刷
る
上
か

ら
す
れ
ば
、
と
の
方
法
が
先
づ
稽
常
左
る
も
の
と
し
て
採
用
さ

る
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
土
地
利
用
組
合
及
び
耕
地
管
理
組
合

に
於
て
庚
く
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
小
作
料
が
改
定
さ
れ
る
と
と

土
地
問
題
ど
産
業
組
合

L
-
な
れ
ば
、
現
在
の
改
定
小
作
料
よ
り
も
今
少
し
く
小
作
料
を

引
下
げ
得
る
望
み
が
あ
る
。
従
っ
て
小
作
料
の
改
定
に
際
し
て

は
、
間
早
に
過
去
瓦
ヶ
年
乃
者
十
ヶ
年
の
賓
牧
小
作
料
の
平
均
を

以
て
、
直
ち
に
之
を
そ
の
ま
、
改
定
小
作
料
と
す
る
と
と
左
く
.

右
の
所
前
生
産
費
を
基
準
と
す
る
小
作
料
を
も
参
酌
す
べ
き
で

あ
る
。向

ほ
将
来
の
小
作
料
の
改
定
に
際
し
て
は
小
農
経
笹
は
之

を
一
の
生
業
と
巧
へ
、
之
に
よ
っ
て
小
作
人
が
如
何
な
る
場
合

に
於
て
も
最
低
生
活
だ
げ
は
必
十
保
障
さ
れ
る
や
う
、

'
主
主
E
V

J
品
川

E
E
=
内げ

按
分

K
際
L
「

L
U
.
と
の
最
低
生
柄
引
見
を
も
者
応
K
入
れ
る
や

う
工
夫
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

二
・
今
日
の
部
落
車
位
の
耕
地
管
型
組
合
を
支
部
と
し
て
、

町
村
山
単
位
の
組
合
を
組
織
し
、
之
に
よ
っ
て
組
合
に
は
多
数
の

地
主
と
小
作
人
と
を
包
含
せ
し
め
、
地
主
と
小
作
人
と
が
組
合

の
内
部
に
於
て
封
等
の
地
位
を
布
し
、
針
等
の
交
渉
に
依
り
、

小
作
保
件
其
他
の
協
調
を
闘
り
得
る
や
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
小
町
田
域
の
部
落
暇
位
の
組
合
内

部
に
於
て
、
動
も
す
れ
ば
存
続
す
る
こ
と
O
あ
る
小
作
人
の
地

第
四
十
三
巻

九
五

第

披

~g 



土
地
問
題
と
産
業
組
合

主
へ
の
従
属
性
は
之
を
除
去
す
る
と
と
が
山
刊
来
、
従
っ
て
小
作

位
陣
件
に
闘
し
公
正
た
る
協
調
を
途
げ
得
る
に
至
る
で
る
ら
う
。

一
、
組
合
内
部
に
於
け
る
小
作
人
の
生
活
を
安
定
友
ら
し
む

る
た
め
、
普
通
五
年
乃
至
七
年
と
友
れ
る
土
地
賃
貸
契
約
期
閣

は
今
山
少
し
〈
之
を
長
期
と
し
、
且
つ
組
合
の
管
却
す
る
耕
地
は
、

二
h
白

b
z
p丸
紅
ヨ

E
ミ
ソ
ナ
回
日

ζ
〈

〉

、

J
J

均
主
主
計
議
J

申
誠
一
J
白
石
日
曜

特
別
の
事
自
紅
型
限
む
、

ヨl
事~~

き
契
約
を
継
綾
せ
し
む
る
こ
と
L

な
す
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

四
、
従
っ
て
耕
地
を
提
供
せ
る
組
合
員
た
る
地
主
が
、
組
合

に
提
供
せ
る
土
地
を
賢
却
ぜ
ん
と
す
る
と
き
は
、
組
合
に
そ
の

先
買
穫
を
認
め
し
め
、
合
理
的
師
団
格
で
之
を
組
合
に
買
取
り
、

更
に
之
を
現
在
の
耕
作
者
た
る
組
合
員
に
買
却
し
て
自
作
農
た

ら
し
め
、
か
く
て
次
第
に
組
合
を
し
て
自
作
農
組
合
た
ら
し
め

る
や
う
闘
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
排
地
を
提
供
せ
る
組
合
員
た

る
地
主
が
自
作
す
る
矯
め
、
組
合
に
提
供
せ
る
土
地
の
返
還
を

要
求
す
る
揚
ム
口
に
も
、
そ
の
地
主
の
自
家
持
力
で
耕
作
し
得
る

面
積
の
七
地
だ
け
に
其
の
返
還
を
限
り
、
以
て
小
作
人
を
し
て

成
る
ぺ
〈
共
の
生
業
を
失
は
し
め
な
い
や
う
工
夫
す
べ
き
で
る

る
。
従
っ
て
組
合
員
に
土
地
購
入
に
関
す
る
金
融
蛇
に
貯
金
の

第
四
十
三
巻

九

第

披

四
回

便
宜
を
得
せ
し
め
、

そ
の
他
、
販
責
、
購
買
、
利
用
等
に
闘
す

る
便
宜
を
得
せ
し
む
る
た
め
、
現
在
の
申
合
組
合
た
る
耕
地
管

理
組
合
は
之
を
法
人
化
し
て
、
産
業
組
合
に
園
鶴
加
入
せ
し
む

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

更
に
闘
家
と
し
て
も
、
か
ミ
る
組
合
員
た
る
小
作
入
、
否
、

E

E

〉
、
才
一
、
、
，

l
:
i
i

H
M
〈
ご
町
江
パ
リ
作
r

ハ
グ
一
剛
仰
を
併
似
し

そ
れ
一
生
祈
め
安
定
を

間
る
た
め
、

そ
の
小
作
闘
係
を
永
く
持
績
せ
し
め
得
る
や
う
、

小
作
法
、
そ
の
他
の
通
営
た
る
方
策
を
速
に
樹
立
す
ぺ
き
で
あ

h

り
弓
ノ
。


